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のは 63 名（平均年齢：62.4±7.1 歳）であった。動脈硬化度の測定には血圧脈波
検査装置 form PWV/ABI（日本コーリン社製）を用い，上腕足首間脈波伝播速度
（brachial-ankle Pulse Wave Velocity：以下 baPWV）を測定し，収縮期血圧と拡
張期血圧も同時に測定した。身体計測としては，身長，体重，体脂肪率，BMI
（Body Mass Index），NC，WC を測定した。NC は，座位にて第７頚椎と甲状軟骨下
の 2 点を通るラインでの測定とした。血液データとしては，総コレステロール
（TCH），LDL コレステロール（LDL-C），HDL コレステロール（HDL-C），中性脂肪
（TG），HbA1c を測定した。研究における平均調査期間は 3.03±0.46 年であり，
初初回調査を 2010 年 12 月から 2011 年 12 月とし，最終調査を 2013 年 6 月から
2014 年 6 月の期間に実施した。また，初回調査と最終調査から変化率を算出し分
析した。 
 その結果，NC 変化率，WC 変化率および BMI 変化率の間にはそれぞれ有意な正の
相関が認められた。一方，NC 変化率と BMI 変化率は baPWV 変化率と有意な正の相




変化率との間に関連は認められなかった。しかし，WC 変化率と BMI 変化率は，
LDL-C 変化率と有意な正の相関を示した。そこで，詳細な検討を進めるため 3 つの
モデルによる重回帰分析を行った。Model 1 では首周囲径変化率のみ，Model 2 で
は首周囲径変化率，ウエスト周囲径変化率，BMI 変化率，Model 3 では首周囲径変
化率，HDL-C 変化率，LDL-C 変化率，HbA1c 変化率を投入した。結果，すべての




が，WC の変化は baPWV に影響を与えていないことが示された。 
 本研究結果より，NC は動脈硬化の有効な予測因子であり，WC は粥状硬化に関与
し，NC は動脈硬化の鋭敏な指標となることが明らかとなった。また，NC は外的因
子に影響されず容易に測定でき，高い再現性と正確性を得ることが可能であること
が示唆された。 
以上，本論文は，NC を健診に用いることでメタボリックシンドロームの該当
者・予備群を抽出し，早期の保健指導が可能となる有益な情報を与えることから，
生活習慣病予防の分野において大きく貢献する研究として高く評価される。よって
審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士(保健学)の学位を授与するに十分な価
値あるものと認めた。 
 
 
